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テレタイム e 

 

通信処理／相手先の設定 

接続されているタイムレコーダーの設置情報を登録します。 
 

① コード 

追加で 3 桁のコードを入力します。 

② 名称 

名称を登録します。通信処理でこの名称を表示しますので、分かり易い名称にすることを

お勧めします。 

③ 機種 

テレタイム e を選択します。 

④ 接続方式 

接続方式はテレタイム e では LAN 通信のみなので無効色で選択はできません。 

 

⑤ ＩＰアドレス 

IP アドレスを登録し相手先に対して Ping 検査を行います。 
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通信処理 

 

通信モード 
 

① 勤務 

テレタイム e の打刻データを収集します。 

② 氏名 

テレタイム eでは氏名表示しませんので、ID番号のみ送信します。送信された ID番号とテ

レタイム eでタッチされた番号が一致すれば、「OK」を表示して打刻時刻が登録されます。 

不一致の場合は「エラー」表示して、時刻の登録は行われません。個人マスターは最大

3,000 名まで送信できます。 

③ 時刻合わせ 

テレタイム e の時刻合わせを行います。 

 
 

運用設定（テレタイムe） 
 

本システムから「テレタイム e」の運用設定を送信することができます｡運用の途中で設定の内

容が変更になった場合などに利用します。 

以下の画面の時刻等は工場出荷時の初期値です。変更する場合のみ変更する項目の値を変更

します。変更しない場合は空白のままで問題ありません。通信を行っても初期値を保持します。 
 

 

 

時刻入力で一旦入力したデータを削除するときは「Delete」キーで削除してください。 

「0」と入力すると「00:00」と実在する時刻で設定されてしまいます。 

 

 

●切替時刻 
 

① 出勤日替時刻 

設定された時刻まで前日として処理します。 

例：日替時刻 05:00 

午前 4 時に出勤で打刻すると、前日の 28 時に出勤したとして打刻時刻は登録されます。 

② 退勤日替時刻 

設定された時刻まで前日として処理します。 

例：日替時刻 05:00 

午前 4時に退勤で打刻すると、前日の 28時に退勤したとして打刻時刻は登録されます。 
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③ 外出・再入日替時刻 

出勤･退勤の日替時刻が違う場合に設定が必要になります。 

例としては、出勤日替時刻が 5 時、退勤日替時刻 8 時と設定した場合、5 時から 8 時の間

に外出･再入した場合に、前日･当日のどちらの日で処理するかの設定です。 

④ 出勤モード時刻帯 

設定された時間帯は出勤が常時有効になり 

区分を選択することなく、カードを読み取らせて打刻時刻が登録できます。 

⑤ 退勤モード時刻帯 

設定された時間帯は退勤が常時有効になり 

区分を選択することなく、カードを読み取らせて打刻時刻が登録できます。 

⑥ リブート時刻 

設定された時刻に 1 日に 1 回再起動します。 

 

●ハードウェア 

 

① 動作モード 

標準、日替退、電気錠、日替退・電気錠の 4 動作モードがあります。通常は標準モードとなり

ますが、24 時間切れ目ない就業パターンがある場合は、日替退を選択します。日替退の動

作モードに設定されると、テレタイム e の「日替退」区分が有効になります。 

「日替退」区分が無効の場合はディスプレイに「ボタン無効」と表示します。 

 

 

 

 

24 時間切れ目ない就業パターンがない場合は絶対に有効にしないでください。 

■例：日替退ボタンを選択して退勤した場合 

 午前 7 時退勤 ⇒ 前日（日付）の 31 時退勤 

 午前 9 時退勤 ⇒ 前日（日付）の 33 時退勤 
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② 音声モード 

効果音、音声の 2 動作モードがあります。 

音声に設定されると以下の音声が流れます。 

出勤--「おはようございます」、退勤--「お疲れ様でした」 

③ タッチ選択優先 

タッチ選択優先に設定されると、出勤・退勤時にいずれかのボタンを選択する方法になり

ます。24 時間切れ目なく勤務シフトがある場合は、タッチ選択優先に設定します。 

④ タッチ選択優先秒数 

区分をタッチしてから、選択された区分が有効になっている秒数です。設定された秒数が

過ぎると無効になります。 

⑤ 時計画面に戻る時間 

時計画面以外の各種設定画面、勤務照会画面で設定時間を超えて操作されない場合は、

自動的に時計画面に戻る時間です。 

⑥ バックライト点灯時間 

バックライト保護のため、点灯時間を最大 20 分で設定します。最後にいずれかのキー操

作・タッチ操作されてから、設定された時間内に何も操作されない場合自動消灯します。消

灯後いずれかのキー操作により点灯されます。 

⑦ 時計表示 

時計の表示を午前・午後の 12 時間制か、24 時間制で表示するかの選択をします。 

⑧ タッチ音量 

画面をタッチした時のタッチ音のボリュームを設定します。 

⑨ カード読取音量 

カード読取時の OK・エラー音のボリュームを設定します。 

⑩ 接点出力秒数 

電気錠と連動する時のみ設定します。 
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●テレタイムｅ設定範囲一覧 

No. 設定項目 値の範囲 工場出荷値 備考 

1 動作モード 1～4 1:標準 

Teletime-e の動作モード 

1:標準 2:日替退 3:電気錠 

4:電気錠+日替退 

2 時計表示 0～1 0:12 時間制 0:12 時間制 1:24 時間制 

3 タッチ選択優先 0～1 0:しない 0:しない 1:する 

4 タッチ選択優先秒数 1～100 10 秒 

区分を選択後、カード読み取
りが無い場合に元の区分画
面へ戻るまでの時間 

5 出勤モード時刻帯 00:00～23:59 05:00～15:00  

6 退勤モード時刻帯 00:00～23:59 15:00～05:00  

7 出勤日替時刻 00:00～11:59 5:00  

8 退勤日替時刻 00:00～11:59 5:00  

9 外出・再入日替時刻 00:00～11:59 5:00  

10 時計画面に戻る時間 1～100 1 分 

メンテナンスモードで無操作
状態が続いた場合に時計画
面へ戻るまでの時間 

11 バックライト点灯時間 1～20 20 分  

12 タッチ音量 0～3 2:中 0:無音 1:小 2:中 3:大 

13 カード読み取り音量 0～3 2:中 0:無音 1:小 2:中 3:大 

14 接点出力秒数 1～60 1 秒  

15 NTP サーバーの使用 0～1 0:しない  

16 
NTP サーバーの 

IP アドレス 

0.0.0.0～ 

255.255.255.255 
0.0.0.0  

17 リブート時刻 00:00～23:59 3:00  

18 音声モード 0～1 0：効果音 0:効果音 1:音声 

 

●テレタイムｅ通信結果一覧 
  

エラーコード エラー内容 

0 成功 

-8 データ種別ファイルが不正です 

-13 機種指定が不正です 

-62 通信を中止しました 

-226 IP アドレスの指定が不正 

-242 テレタイム e に接続できません 

-1099 その他のエラー 
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通信処理 (メンテナンス処理) 
 

通常の通信処理のほかに、通信履歴の確認、タイムレコーダーのバージョンアップなど様々メン

テナンスメニューがあります。最低必要時のみ行い、むやみに操作してはいけない機能も含ま

れます。行うかどうかの判断に迷う時はサポート窓口までお問合せください。 

操作は、接続先にマウスポイントを置いて左クリックで行の色を反転させます。 

次に右クリックするとメニューを表示しますので、実行したいメニューをクリックします。 
 

                  テレタイムｅ 

 
 

① 打刻データ 

選択された相手先の打刻データを表示します。 

 

② 通信履歴 

選択された相手先の通信履歴を表示します。 
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③ Ping 検査 

選択された相手先に対して Ping を行います。 

  

④ バージョン表示 

先頭行にバージョンの表示をします。 

 右の例：E01-2X04 

バージョン表示以下は、テレタイムeの

運用設定を表示します。 

 

⑤ ファームウェアの更新 

本システムからテレタイム eの最新のファームウェアを送信することができます。通常は行

わない処理なので、絶対に実行しないでください。パスワードは「TTE」 
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⑥ 全打刻データ取り込み 

本システムがインストールされている PC のハードディスクが破損した場合などに、テレタ

イムに登録されている全てのデータを再度取り込むことができます。通常時は絶対に使

用しないでください。 

⑦ 再起動 

テレタイム e を再起動させます。 

 

⑧ 非接触カード ID の送信 

強制的に非接触カード ID を送信します。 
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